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は じ め に

人間科学研究は、学生自らが設定したテーマについて、自身が資料収集し、研究を推し進める過

程で、医療文化学講座の５名の教員からそれぞれ得意な研究分野の視点に基づいたアドバイスを受

け、小論文形式にまとめる授業である。学生が研究したいテーマを自由に選択出来ることは、一方

で大変なことである。また関連する資料を調べるにあたっては、どういう資料をどこで探すかさえ

わからないこともある。その結果を論理的に展開していく過程で指導教員からアドバイスを受けた

り、時には厳しい批判をうけて、研究内容を深め、最終的に論文形式としてまとめることは時間を

要することである。

医学教育のなかでは卒業論文というものがない。この科目は学生が課題探究と問題解決の能力を

養い、論理的思考を身につけることを目標として第２学年前期に開講されたものである。教員から

個々の学生が直接指導を受けることができ、学生も他の授業に比べて自分が選んだテーマについて

調べるのだから苦痛に感じることはないであろうし、また、時間も比較的自由にとれ、ましてや期

末試験もないから、もっと多くの学生が選択してもよいと思っている。しかし、この科目が開講さ

れて４年目になるが、毎年選択する学生は極めて少人数であり、どうして選ばないのか疑問である。

基礎医学課程では自主学習の時間をもうけ、自主的な学習意欲を伸ばし、研究の雰囲気を味わって、

基礎医学研究に興味をもつようなカリキュラムが組まれている。また、臨床医学課程においては、

少人数能動学習を取り入れ、課題探求、問題解決型の授業を行っている。

医療においては知識と技術がもとめられるが、最も基本にあるものは、医の倫理と生命倫理であ

る。これらを基盤として、医師自身には課題探求、問題解決能力と論理的思考が要求され、さらに

患者と医師の良好なコミュニケーションを保つことで、良質な医療が成り立つのである。

このような観点から、人間科学研究を通して自らが何が問題であるのか、知らないところは資料

を集めて調査し、その結果を自らが考え発表し、批判を受け、自らの考えを進化させてそれらをま

とめ、論文として書き上げるという手法を早くから身につけることは、今後の医療に携わる者にと

って重要なものとして位置づけられる。選択した学生の先見性に敬意を表し、さらに指導にあたら

れた教員のご努力に感謝を表します。

平成１７年１月

滋賀医科大学 副学長

馬場 忠雄
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編 集 後 記

今年もさまざまなテーマでの半年間の自主的な研究とおつき合いさせていただきました。
テーマの中には、私のよく知っている内容もあれば、まったく知らなかったことに目を開
かれることもあり、私を含めて参加者にとってとてもいい刺激になったと思います。
「人間科学研究」では、そもそも各自が何をテーマにして、そのテーマのどの点を主に
研究するのかを決めることが大きなポイントになりますが、その他に、第三者を説得する
にはどうしたらいいのか、論文の書式の約束事はどのように表現すればいいのかなどなど、
受動的に講義を受けることとは異なる立場で戸惑いも多かった分、完成時の満足感も大き
いことでしょう。今回は根気と粘り強さで出版にこぎつけられたものもいくつかありまし
た。５人の教員と他の仲間達から容赦なく飛んでくるさまざまな質問に答えようとする努
力は、場面は異なっても今後さまざまなところで役立つことと期待しています。

（相浦 玲子）

はじめて、この授業に参加させていただきました。私の感想を率直に述べさせていただ
きます。
受講生がたったの４名。少なすぎます。悪い噂―「人間科学研究」＝単位取得がしんど
い―を小耳にはさみました。どうやら学生諸氏から敬遠されているようです。
「評判の悪い」この授業をあえて選択し、「しんどい」課題をやり遂げられた飯山さん、岡
田君、添田さん、廣瀬君。あなたがたは、本当に「幸せ者」です。単位が無事にとれたか
ら？違います。単位取得なんて、一過性の些細なことです。
自分で問題を設定し、その解決の方法や道筋を考える。実際に証拠を集めて検証する。
自分の考えを口頭で、あるいは文章にまとめて、他人にわかりやすくつたえてゆく。皆さ
んは、授業と課題作成の作業をとおして、これら一連のスキル習得のための訓練を受けた
のです。いずれもたいへん重要なスキルです。マスターできれば、今後、おおいに役立ち
ます（断言します）。
皆さんが書きあげられた論文を拝見して、正直いって驚きました。私の予想をこえた立
派なできでした。皆さんは有用なスキルをしっかりと習得されました－こう認定してよい
と思います。
来年こそは、皆さんのような「幸せ者」がもっともっと増えますように。私（たち）は
せつに願っています。
皆さんにお願いがあります。是非とも、この授業の「売り」を、後輩諸氏におおいに宣
伝してください。できれば、ひとりでもふたりでも、ひっぱりこんでください。受講生が
すこしでも増えますように。何卒よろしくお願い申し上げます。
今回の経験を礎に、皆さんがさらに飛躍していかれますように。末筆ながら、祈念いた
しております。 （兼重 努）

―５１―



本年度は執筆の段階で脱落者がでることなく、報告書を刊行できたことが何よりでした。
発表を積み重ねていく授業もたいへんですが、長文の執筆は初めてなので苦労した人が多
かったのではないかと思います。でも、こうして刷り上がった冊子を見る感慨は格別でし
ょう。これをきっかけに執筆にハマル人が出現するかもしれません。 （平 英美）

今年度も無事この冊子を刊行できたことを、まず素直に喜びたいと思う。馬場副学長を
はじめ、関係各位には深くお礼申し上げたい。執筆者数も昨年に比べて増え、ようやくこ
の企画（授業）も定着してきたと感じている。医学生を対象とした文科系のゼミ型式授業
で「論集」まで出しているのは、実にユニークな試みではないか。教養教育の重要性が囂
しく叫ばれる中、このような「実体」を伴った授業のあることは、本学の誇りであると思
う。論文を執筆してくれた学生には、その労をねぎらうと共にこの経験が永く人生の糧と
なることを祈りたい。 （辻 正博）

人間科学研究の世話人として、この小冊子が本年も刊行できたことにホッとしています。
どの原稿も刊行に値する力作に仕上がったからです。４・５月の時点では、このテーマで
大丈夫だろうかと心配することもありましたが、課題調査・発表を繰り返すなかで、それ
ぞれに内容が充実してきて「論集」の名に相応しいものに豹変しました。喜ばしい限りで
す。
また研究発表に対する疑問・批判・アドバイスを通じて、学生・教員それぞれの個性と
考え方をお互いに理解し、創造の時間を共有できたことも嬉しいことでした。次年度もよ
り多くの学生が参加してくれることを望みます。
末尾になりましたが、この授業と論集の発行を支えて下さった馬場副学長にお礼を申し
上げます。 （早島 理）
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